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時下ますますご健勝のことと存じます。平素は格別のご厚情にあずかり心より御礼申し上げます。 

2020 年 12 月 29 日付け「【声明】 国際協力銀行によるベトナム・ブンアン 2 石炭火力発電事業への支

援決定に強く抗議」で示された懸念事項に対する当行の見解について、以下の通りご回答申し上げます。 

 

記 

 

守秘義務の観点から、個別案件に対するご質問については、融資の対応方針や内容を、お答えすることが

できません。従いまして、以下、一般論として、環境・社会に配慮した投融資の取り組み方針についてご説明

します。 

〈みずほ〉は、「環境・社会に配慮した投融資の取り組み方針」を制定しており、同方針に基づき、特定のセ

クターについては、認識すべきリスクを踏まえて、リスクの低減・回避に向けたお客さまの対応状況を確認した上

で投融資等の取引判断を行っております。通常、発電所建設案件への融資については、当該国の電源計画

における位置づけや社会的意義、代替電源の可能性等も考慮し、融資の適切性を判断しております。 

同方針は、2020 年 4 月に改定しており、石炭火力発電所の新規建設を資金使途とする投融資は行わ

ないこととし、改定した方針は 2020 年 6 月 1 日より運用を開始しております。運用開始日以前に支援意思

を表明済みの案件については、改定前の方針が適用されますが、そうした支援意思表明済みの案件において

も、「エクエーター原則」等に基づいて、適切な環境・社会配慮が実施されることの確認が融資の前提となりま

す。 

エクエーター原則とは、金融機関が石油・ガス開発や発電所建設等の大規模な開発や建設を伴うプロジェ

クトに参加する場合に融資対象プロジェクトにおける環境・社会リスクを特定、評価、管理するための金融業

界基準です。みずほ銀行は本原則を採択し、本原則の適用対象となる大規模開発プロジェクトに融資検討

の際には、「エクエーター原則」に基づいて当該プロジェクトが自然環境や地域社会に与える影響に十分配慮

して実施されることを全件確認しています。 

具体的には、プロジェクト検討にあたっては、大気・水域・土壌への汚染物質の排出を回避すること等を事

業者（お客さま）に求めております。また、温室効果ガス排出量が CO2 換算で一定の基準を超過すると見

込まれるプロジェクトについては、代替案分析の実施を事業者（お客さま）に求め、その内容を考慮し適正と

判断した上で、融資を行っています。 

〈みずほ〉は、パリ協定の趣旨や、脱炭素社会への移行に向けた日本をはじめとする各国政策の加速、ステ

ークホルダーの期待も踏まえながら、2050 年の脱炭素社会の実現に向けて、お客さまとのエンゲージメントをよ



り一層強化することで、お客さまごとの課題やニーズを深く理解し、脱炭素化に向けた取り組みやイノベーション、

リスク低減をサポートしていきます。また、先述の通り、「環境・社会に配慮した投融資の取り組み方針」を

2020 年 4 月に改定しており、本方針に基づいて石炭火力発電所向け与信残高を削減する定量目標を設

定するなど、投融資における環境・社会への配慮も強化しています。 

 

 

 

また、気候変動を含む環境への取り組みを強化するため、2020 年 4 月に「環境方針」を制定し、気候変

動を含む環境への取り組みの基軸となる課題認識や具体的な行動、脱炭素社会の実現に向けた気候変動

への取り組み姿勢を明確化しております。 

具体的な取り組みとして、再生可能エネルギーの普及拡大に向けて、〈みずほ〉は、太陽光や風力発電を

はじめとした多様な再生可能エネルギー事業へのファイナンスを推進し続けています。2020 年 4 月には、環

境保全や SDGs 達成に向けた資金の流れをつくる役割を積極的に果たしていくため、サステナブルファイナン

ス・環境ファイナンスの⾧期目標を設定し、気候変動対応や脱炭素社会への移行をはじめとしたお客さまの

SDGs/ESG への取り組みをサポートしています。  

 

 

 

〈みずほ〉は、環境問題を含むサステナビリティについて、事業戦略と一体的に捉え、経営の最優先課題の

一つとして真正面から取り組んでいます。今後も日本および各国の政策をふまえながら、再生可能エネルギー

事業をはじめとしたお客さまの脱炭素化への取り組み支援を強化していきます。 

 

（ご参考） 

〈みずほ〉の「環境方針」 

https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/environment/policy/environmental_policy.html 

〈みずほ〉の「環境・社会に配慮した投融資の取り組み方針」 

https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/business/investment/pdf/environment.pdf 

 

以上 

「環境・社会に配慮した投融資の取り組み方針」に基づく石炭火力発電所向け与信残高削減目標 

2030 年度までに 2019 年度比 50%に削減し、2050 年度までに残高ゼロとする 

 

サステナブルファイナンス目標額（２０１９年度～２０３０年度） 

累計 25 兆円（うち環境ファイナンス:12 兆円） 

 


